
昭和 53 年（1978 年）の池田駅大阪側地下改札口（南）　 上下線の高架化に続き、昭和 60 年（1985 年）に新駅舎が完成　 イベント等も盛んに開催されるコミュニティース
ペース「池田駅前てるてる広場」　  広場には太陽光市民共同発電所でもある「ふくまるの家」が設置されている

　 明治42年（1909年）、池田付近の軌道敷設工事。中央の森が室町『呉服神社』　 昭和53年（1978年）の池田駅西側、
現在の駅前広場付近　 昭和 57 年（1982 年）池田駅高架化工事中

　

通
勤
通
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、池
田
市

周
辺
の
観
光
地
へ
の
玄
関
口
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
る「
池
田
駅
」。平
日
の
、
１
日

平
均
乗
降
人
員
（
２
０
１
４
年 

阪
急
電
鉄

調
べ
）は
５
万
１
７
２
８
人
、
と
阪
急
電
鉄

各
駅
の
中
で
13
位
、宝
塚
本
線
各
駅
の
中
で

は「
梅
田
駅
」、「
十
三
駅
」、「
豊
中
駅
」に
次

ぐ
数
で
あ
る
。

 「
池
田
駅
」開
業
は
、
池
田
市
の
市
制
施
行

の
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
年
）
よ
り
も
随
分

前
の
１
０
０
年
以
上
前
に
遡
る
。明
治
43
年

（
１
９
１
０
年
）３
月
10
日
に「
宝
塚
駅
」と

利
便
性
・
自
然
環
境
を
両
立

沿
線
開
発
の
モ
デ
ル
地
域

阪
急
宝
塚
本
線
の
開
業
か
ら
１
０
６
年
。

今
年
、「
池
田
駅
」は
高
架
化
か
ら
30
年
を
迎
え
る
。

ど
れ
ほ
ど
の
人
を
送
り
、迎
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

〝
池
田
の
玄
関
口
〞
の
今
昔
を
取
材
し
た
。

１
０
６
年
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て

巻 

頭 

特 

集

阪
急
池
田
駅

「
梅
田
駅
」
を
結
ぶ
「
箕
面
有
馬
電
気
軌
道

（
現
在
の
阪
急
宝
塚
本
線
）」が
開
通
し
、
同

時
に「
池
田
駅
」も
開
業
。

　

当
初
、
こ
の
沿
線
に
は
大
き
い
都
市
が

あ
る
訳
で
も
な
く
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯

が
広
が
っ
て
い
た
た
め「
ミ
ミ
ズ
電
車
」と

揶
揄
す
る
声
も
あ
っ
た
。し
か
し
、『
阪
急

電
鉄
株
式
会
社
』（
以
下
、阪
急
電
鉄
）の
創

業
者
・
小
林
一
三
氏
は
沿
線
開
発
を
積
極

的
に
推
進
。こ
こ
池
田
の
地
に
、
私
鉄
初
と

な
る
分
譲
住
宅
地「
池
田
室
町
住
宅
」を
つ

く
り
あ
げ
た
。都
市
部
へ
の
利
便
性
の
良

さ
と
自
然
の
豊
か
さ
を
兼
ね
備
え
た
、
郊

外
住
宅「
池
田
室
町
住
宅
地
」は
当
時
の
都

市
生
活
者
の
心
を
つ
か
み
、「
池
田
駅
」
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
阪
急
宝
塚
本
線
の
乗
客

獲
得
に
成
功
。沿
線
開
発
の
モ
デ
ル
地
域

と
な
っ
た
。現
在
も
、「
池
田
室
町
住
宅
地
」

界
隈
は
、
住
民
の
働
き
か
け
の
も
と
景
観

が
維
持
さ
れ
、
当
時
の
趣
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

小
林
氏
も
池
田
が
気
に
入
り
、居
を
構
え

た
。現
在
、
そ
の
邸
宅
は
『
小
林
一
三
記
念

館
』と
し
て
残
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。阪
急
電
鉄
の
登
記
簿
上
の
本
店

所
在
地
も
池
田
に
置
か
れ
、開
業
当
初
は
運

転
課
や
社
員
教
習
所
な
ど
も
池
田
に
あ
り
、

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）
に
平
井
車
庫

（
宝
塚
市
）
が
使
用
さ
れ
る
前
ま
で
は
槻
木

町
に
池
田
車
庫
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。

　

戦
後
、周
辺
の
都
市
化
が
進
む
と
共
に
乗

客
が
急
増
、
都
市
人
口
も
増
え
、
踏
切
に
よ

る
交
通
渋
滞
な
ど
の
解
消
が
急
務
と
な
る
。

そ
ん
な
中
、
池
田
市
は
昭
和
52
年（
１
９
７

７
年
）に
池
田
駅
付
近
の
連
続
立
体
交
差
事

業
を
決
定
。２
年
後
の
昭
和
54
年
（
１
９
７

９
年
）に
着
工
し
た
。こ
の
事
業
は
、池
田
市

計
画
の
決
定
か
ら
８
年

待
望
の
駅
高
架
化
完
成

　

駅
の
高
架
化
か
ら
30
年
、
池
田
市
の
中
心

と
し
て
栄
え
る
駅
周
辺
も
、
最
近
で
は『
小
林

一
三
記
念
館
』、『
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発

明
記
念
館
』、『
五
月
山
動
物
園
』な
ど
、池
田
市

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
目
当
て
に
し
た
利
用

客
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。改
札

前
に
は
池
田
市
の
観
光
地
図
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
配
置
。ま
た
、
池
田
市
か
ら
の
要
請
を

受
け
、「
池
田
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｂ
会
」の
有
志

に
よ
っ
て「
改
札
前
観
光
案
内
所
」も
８
年
前

に
発
足
。池
田
を
訪
れ
る
観
光
客
の
道
先
案

池
田
市
の
活
性
化
に
一
役
！

進
化
す
る「
池
田
駅
」

内
の
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
図
る
と
共

に
、線
路
で
分
断
さ
れ
て
い
た
市
街
地
を
結

ぶ
構
想
が
含
ま
れ
て
い
た
。ま
た
、
新
た
に

生
み
出
さ
れ
る
高
架
下
の
有
効
利
用
や
側

道
の
整
備
を
促
し
、機
能
性
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。着
工
か
ら

６
年
の
歳
月
を
経
た
昭
和
60
年（
１
９
８
５

年
）、つ
い
に「
池
田
駅
」の
高
架
化
が
完
了
。

交
通
渋
滞
も
解
消
さ
れ
た
ほ
か
、踏
切
事
故

等
の
危
惧
も
軽
減
し
、よ
り
住
み
や
す
い
ま

ち
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

同
時
に
高
架
下
を
利
用
し
た
商
業
施
設

『
阪
急
池
田
ブ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ
』
が
オ
ー
プ

ン
。昭
和
61
年（
１
９
８
６
年
）に
は
駅
前
広

場
、
高
架
下
店
舗
の
工
事
が
完
了
。続
い
て

駅
前
南
地
区
再
開
発
も
進
み
、『
サ
ン
シ

テ
ィ
池
田
』
や
遊
歩
道
を
流
れ
る
水
路
『
せ

せ
ら
ぎ
モ
ー
ル
』が
誕
生
。緑
、小
広
場
な
ど

も
配
置
し
た
近
代
的
な
駅
前
が
完
成
し
た
。

こ
の
「
池
田
駅
」
周
辺
整
備
は
、
昭
和
63
年

（
１
９
８
８
年
）に「
美
し
く
個
性
と
風
格
の

あ
る
ま
ち
の
景
観
づ
く
り
」
が
評
価
さ
れ

「
大
阪
ま
ち
な
み
賞
（
都
市
景
観
建
築
賞
） 

知
事
賞
」に
輝
く
。以
来
今
日
ま
で
、高
架
下

の
商
業
施
設
と
呼
応
し
、市
民
が
集
う
場
と

し
て
親
し
ま
れ
、賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

内
人
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。

ま
た
、さ
ら
な
る
観
光
客
誘
致
、地
域
活
性
化

を
図
る
べ
く
、
３
月
中
旬
に
は
観
光
地
情
報

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
「
多
国
籍
表
示
ツ
ー

ル
付
き
案
内
看
板（
仮
）」が
設
置
予
定
だ
。

　

多
く
の
名
所
を
残
す
〝
自
然
と
文
化
の
調

和
す
る
ま
ち「
池
田
市
」〞
の
玄
関
口
と
し
て
、

「
池
田
駅
」は
装
い
を
新
た
に
春
を
迎
え
る
。
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